
1989年出上の木簡

墨
書
の
遺
存
が
良
い
と
は
い
え
ず
、
と
く
に
④
は
墨
が
剣
落
し
、
墨
痕
が
浮
き

上
が
っ
た
状
態
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
遺
物
か
ら
み
れ
ば
、
非
常
に
官
衛
的
性
格
を
も
っ
た
遺
跡
で
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
郡
域
か
ら
み
れ
ば
あ
ま
り
に
も
辺
境
の
地
に
あ
た
り
、

郡
衛
と
す
る
に
は
難
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
下
級
の
郷

・
里
と
い
つ
た
単

位
の
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
諸
氏
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
た
い
。

な
お
、
木
簡
判
読
に
際
し
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
保
広
氏
の

御
教
示
を
得
た
。

（森
下
大
輔
）

木 簡 (1)

木 簡 (3)

き

ま

す

愛
知
。清
洲
城
下
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
ぞ

一
九
九
〇
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
水
谷
朋
和

。
梅
本
博
志

。
小
澤

一
弘

。
川
井
啓
介

。

鈴
木
正
貴

。
加
藤
と
よ
江

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一ハ
を

一
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

清
洲
城
下
町
遺
跡
は
、
濃
尾
平
野
を
南
流
す
る
五
条
川
の
中
流
域
に
広
が
る

自
然
堤
防
上
に
展
開
す
る
。
清

須
城
は

一
五
世
紀
末
以
降
、
尾

張
地
方
の
政
治
的
中
心
地
の
一

つ
で
あ
り
、
織
田
信
長

・
信
雄

・
豊
臣
秀
次
な
ど
の
有
力
者
が

入
城
し
て
い
る
。
遺
跡
は
古
墳

時
代
後
期
か
ら
集
落
と
し
て
存

続
し
、
清
須
城
廃
城
後
も
清
須

宿
の
宿
場
町
が
営
ま
れ
て
い
た
。

木 簡 は)

(名古屋北部)



ま
た
、
城
下
町
の
時
期
は
三
重
の
堀
で
町
を
囲
む

一
六
世
紀
後
半
を
境
に
前
期

と
後
期
に
区
分
さ
れ
る
。

清
洲
城
下
町
遺
跡
の
調
査
は

一
九
八
二
年
の
名
古
屋
環
状
二
号
線
建
設
に
伴

う
発
掘
調
査
か
ら
始
ま
り
、　
一
九
八
八

・
九
年
度
は
五
条
川
河
川
改
修
、
及
び

県
道
新
川
清
洲
線
拡
幅
に
伴
う
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
古
墳

時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
各
時
期
の
遺
構

。
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
が
、
木
簡

類
は
、
全
部
で
四
つ
の
調
査
区
の
う
ち
、
清
須
城
下
町
に
関
連
す
る
時
期
の
遺

構
の
み
か
ら
出
土
し
た
。

今
回
、
木
簡
類
が
出
上
し
た
遺
構
は
、
幅
約
四
ｍ
の
規
模
を
持
つ
溝
、
及
び

性
格
不
明
の
滞
水
状
態
を
示
す
遺
構
で
あ
る
。
幅
四
ｍ
の
溝
は
有
力
家
臣
が
居

住
し
た
屋
敷
を
囲
む
も
の
と
考
え
ら
れ
、
幅

一
Ｏ
ｍ
以
上
の
溝
で
区
画
さ
れ
た
、

一
辺
が

一
〇
〇
ｍ
以
上
の
規
模
を
持
つ
居
館
の
南
に
展
開
す
る
。
城
下
町
期
後

期
ま
で
継
続
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
城
下
町
期
前
期
に
設
け
ら
れ
た

溝
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構
の
概
要
を
説
明
す
る
。

六
三
Ｅ
区
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
（Ｓ
Ｄ
〓
三
◆
　

城
下
町
期
前
期
の
最
も
古
い
段
階
に

位
置
付
け
ら
れ
る
Ｌ
字
に
屈
曲
す
る
溝
で
、
南
東
部
に
土
橋
を
有
す
る
。
こ
の

中
に
、
土
師
器
の
皿
が
数
百
枚

一
括
投
棄
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
木
簡
①
が

出
土
し
た
。

六
三
Ｋ
区
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
（Ｓ
Ｄ
一
一
こ
　

一削
期
か
ら
後
期
ま
で
継
続
す
る
溝
で
、

前
期
で
は
屋
敷
地
を
囲
む
溝
、
後
期
で
は
地
割
を
画
し
て
排
水
路
と
し
て
利
用

さ
れ
た
溝
で
あ
る
。
人
形
の
頭
部
や

「正
眼
寺
」
な
ど
と
刻
書
さ
れ
た
硯
が
出

土
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
木
簡
②
が
出
土
し
た
。

六
三
Ｋ
区
Ｓ
Ｄ
Ｏ
二

（Ｓ
Ｄ
一
一
〇
）

城
下
町
期
前
期
の
溝
で
、
Ｓ
Ｄ
一
一

一
と
並
行
し
て
走
り
、
そ
の
間
は
道
路
を
形
成
す
る
。
木
簡
①
が
出
土
し
た
。

八
九
Ｆ
区
Ｓ
ｘ
Ｏ

一　
叛
下
町
期
前
期
と
考
え
ら
れ
る
窪
地
で
、
滞
水
状
況

を
示
す
粘
土
が
堆
積
し
て
い
た
。
木
筒
④
⑤
が
出
上
し
た
。

八
九
Ｇ
区
Ｓ
Ｋ
Ｏ

一　
調
査
区
が
狭
小
で
あ

っ
た
た
め
遺
構
の
全
容
は
不
明

で
あ
る
が
、
滞
水
状
況
を
示
す
灰
色
粘
土
が
堆
積
し
、
溝
か
池
が
あ

っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
上
層
に
は
城
下
町
期
後
期
の
焼
土

・
灰
化
物
の
堆
積
が
み
ら
れ
る
。

遺
構
の
位
置
は
Ｓ
Ｄ
一
三
六
で
囲
ま
れ
た
屋
敷
地
の
南
東
に
位
置
し
、
中
堀
に

接
す
る
。
こ
の
中
か
ら
多
量
の
木
簡
類
が
出
上
し
た
。
木
簡
⑥
⑦
は
そ
の
一
部

で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔鴨
己

ω
　
。
「
□
□
」

。
「串日］　　　」一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い］
〉〈（中卜）
〉〈∞　　〇∞μ

②
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御
ち
や
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×
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大
こ

溢

ｏ常

③

　

「
南
無
妙
法
蓮
幸
経
　
□
□
国

の
た
め
」
　

　

�〕巽
�契
∞
ｏ自

⑭
　
。
「
質
瓜
く
Ч
■
棗
　
Ｒ
囃

□
　
□
□

ｏ
「
常

□
□
南
元

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（謡
ゞ
∞斐
μ
憂
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⑤

　

「
是
人
心
意

一日
日
日
日
日
一徳
力
是
×
　
　
　
（∞こ
溢
賀
μ
ｏ毬

⑥

　

「華
光
仏
住
世
寿
十
二
小
劫
其
国
人
民
衆
寿
命
八
小
劫

（∞
卜
Φ）
×
∞
『
×
μ
　
ｏ
∞Φ

①
　

「
亦
無
損
出
安
住
忍
故
智
者
如
是
善
修
其
心
　
五
之
十
×

（∞
∞
］）
×
∞
ミ
×
μ
　
⇔
枷Φ

①
２
暴
面
は

「
五
」
あ
る
い
は

「九
」
と
読
め
る
が
、
表
裏
と
も
意
味
は
不

明
で
あ
る
。
②
は
他
の
板
材
と
合
わ
せ
て
容
器
を
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
墨
書

は
そ
の
内
容
物

「お
茶
」
を
記
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
③
①
は
共
に
板
塔

婆
で
あ
る
。
①
は
墨
書
自
体
は
残
存
し
な
い
が
、
墨
書
の
痕
跡
か
ら
判
読
し
た
。

①
は
表
面
に
五
輪
塔
の
大
日
真
言
に
阿
弥
陀
三
尊
の
種
子
を
加
え
ム
裏
面
に
も

三
字
分
の
種
子
が
あ
る
。
⑤
は

『
法
華
経
』
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
の
経

文
の
一
部
を
書
写
し
た
柿
経
で
あ
る
。

八
九
Ｇ
区
Ｓ
Ｋ
Ｏ

一
か
ら
出
上
し
た
木
筒
類
は
全
て
柿
経
で
あ
る
。
頭
部
を

圭
頭
状
に
し
た
薄
板
に

『
法
華
経
』

一
部
八
巻
を
分
割
し
て
書
写
し
た
も
の
で
、

二
〇
〇
点
以
上
が
出
土
し
た
。
今
回
出
上
し
た
柿
経
は
出
土
状
況
か
ら
二
〇
枚

を

一
束
と
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
い
ず
れ
も
片
面
に
の
み
経
文
を
記
し
て
い

る
。
①
⑦
は
そ
の
一
例
で
、
⑥
は
警
喩
品
第
三
の
掲
頌
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、

⑦
は
安
楽
行
品
第
十
四
の
経
文
の
一
部
で
、
下
端
部
の
余
白
に
は
巻
束
番
号
と

考
え
ら
れ
る
墨
書
が
あ
る
。
柿
経
の
書
写
は
そ
の
書
体
か
ら

一
東
単
位
で
複
数

の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
多
人
数
に
よ
っ
て

一
斉
に
写
経
が
実
施
さ
れ
、

一
括
し
て
投
げ
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
①
を
①
の
釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
綾
村
宏
氏
の

御
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

の
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
年
報

昭
和
６３
年
度
』
全
九
八
九
年
）

同

『
年
報
　
平
成
元
年
度
』
全
九
九
〇
年
）

同

『
清
洲
城
下
町
遺
跡
』
盆
九
九
〇
年
）

同

『
埋
蔵
文
化
財

愛
知
２．
』
（
一
九
九
〇
年
）

（鈴
木
正
貴
）


